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とであり、そのための研究課題として以下の 3 つが挙げられている。 
① 活動に必要とされる媒介物としての教材はどのようなものか。（第 3 章） 
② 上記①で提案された素材集の検証と、それを用いた活動の理解。（第 5 章） 
③ ボランティアが参加する素材集作成過程。（第 6 章） 
 以上の 3 つの研究課題についてそれぞれ、第 3 章、第 5 章、第 6 章にて分析・考察が行
われている。 
 続く「第 2 章：理論的枠組み」では、本研究の基盤となる社会文化的アプローチおよび
それに属する複数の理論を援用する妥当性について論じられている。まず、地域日本語活
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 続く第 4 章では「研究方法」について記述されている。対象としたフィールドは、関東
地方の中国、フィリピン、ブラジルなど 65 カ国の国籍数からなる W 市である。その中の
協会 W の事業の一つとして「日本語を教える」活動が行われている。遠藤氏は、協会 W
の元事務局員であり、その後も不定期に事業に参加していたことから、素材集作成事業に
































 続く「第 6 章：ボランティアとの素材集作成過程」では、研究課題③に基づき素材集作
成過程が詳しく記述され、素材集の監修者として遠藤氏が行った介入・支援について言及
されている。地域日本語活動の教材作成に興味のある読者は、この章を読むだけでも有益



































































・参加者間の交流 /相互学習  
 
   図-1：協会の活動改善と発展への試み        図-2：活動改善と発展に向けたモデル 
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